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Ⅴ．その他 
 
１．周辺技術動向等 

 フェーズⅠ～フェーズⅡの取り組みについて、研究テーマ毎の事業化に向けたロードマップを

示す。 

なお、Ｂ－３のテーマはフェーズⅡまでは研究シーズの蓄積が主要であることから除いた。 

 

 Ａ 生物資源を利用した有用物質の生産技術開発 

 Ａ－１ 海藻類の機能性物質の生産技術開発 

    ○海藻類（フコキサンチン）の機能性物質の生産技術開発  ・・・・・・・p.147 

   

 Ａ－２ 食用植物資源の新規利用法および加工技術の開発 

  Ａ－２a ○ムラサキイモ色素の調整と利用開発     ・・・・・・・・・・・・・p.148 

  Ａ－２b ○カメリア属（ヤブツバキ）に含まれる有用物質開発   ・・・・・・p.149 

  Ａ－２c ○ヤエヤマアオキ果実発酵飲料の調製   ・・・・・・・・・・・・・p.150 

  

Ｂ 生物資源に含まれる有用物質の機能解析 

 Ｂ－１ 沖縄産有用生化学資源の探索と生産技術の開発 

    ○底生渦鞭毛藻の培養による生理活性物質生産及び医薬品開発のリード化合物、生化学

試薬の開発   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.151  

 

 Ｂ－２ 遺伝子資源の有効利用 

    ○タンパク質脱リン酸化酵素（PP2A）の大量生産と利用開発  ・・・・・・p.152 
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ホンダワラ類に
フコキサンチンが

多量に含まれている
ことを確認

フコキサンチンの
誘導体化開始

H.17.11 琉球大学医学部と共同研究開始

H.18.6 金秀バイオと共同研究開始

H.19.2 金秀バイオへ技術移転

各種安全性テスト
生理機能テスト

平成１８年７月
ウイルス関連悪性腫瘍治療剤

特願2006-190076 

大量精製法の開発スタート

Ａ－１ 海藻類（フコキサンチン）の機能性物質の生産技術開発Ａ－１ 海藻類（フコキサンチン）の機能性物質の生産技術開発

フコキサンチンおよび
その誘導体に

HTLV-1に対して
特異的にアポトーシスを

起こすことを発見

H.19H.18H.17H.16 H.19.12

新商品発売

平成１９年４月
フコキサンチンとフコイダン

の同時製造方法
特願2007-99233

プレス発表
H.18.11

フェーズⅢへの取り組み

プレス発表
H.19.11

平成１９年９月
フコキサンチンおよび／又は

フコステロールの高含有褐藻類
の製造方法

特願2007-244867

平成１９年１１月
フコキサンチンの精製法

特願2007-293216

 



 148

沖縄産ムラサキイモに
機能性物質が多量に

含まれていることを確認

平成１６年６月
サツマイモ機能性
エキスの取得法
特願2004-173295

H.17.4 沖縄産学官共同推進事業
（琉球バイオ、お茶の水女子大、ＴＴＣ）

H.16.6 琉球バイオリソースと共同研究開始

H.16.7 琉球バイオリソースへ技術移転

平成１８年３月
イモ茎葉部の
毒性テスト完了

（単回投与、ＡＭＳテスト）

平成１８年５月
眼精疲労テスト

Ａ－２ａ ムラサキイモ色素の調製と利用開発Ａ－２ａ ムラサキイモ色素の調製と利用開発

平成１７年７月
イモ臭軽減

混入でんぷん
除去法を開発

H.19H.18H.17H.16 H.19.12

新商品発売

沖縄イノベーション創出・事業化ステージ
（琉球バイオ、お茶の水女子大）

新商品試作開始

平成１９年７月
サツマイモ機能性
エキスの取得法
特許3980015号

 



 149

H.15 H.19H.18H.17H.16 H.19.12

ヤブツバキに
脱顆粒阻害活性を確認

脱顆粒阻害物質
（オキカメリアシド）の
化学構造を決定

COX-2阻害活性を確認

H.18.4 松崎・安里先生と共同研究開始

H.19.4 久場先生と共同研究

H.19.1 ㈱仲善と共同研究開始

H.19.4 ツバキ茶発売

H.19.9 バイオ２１㈱
へ研究技術提供

H.19.6 沖縄イノベーション
顕在化ステージ採択脱顆粒阻害を指標に

県産植物のスクリーニング
各種安全性テスト
生理機能テスト

平成１８年７月国際特許
抗炎症剤

ＰＣＴ／ＪＰ２００６／３０５０９８
脱顆粒阻害剤

ＰＣＴ／ＪＰ２００６／３０９３３３

プレス発表

Ａ－２ｂ カメリア属（ヤブツバキ）に含まれる有用物質開発Ａ－２ｂ カメリア属（ヤブツバキ）に含まれる有用物質開発

（仲善、琉大、県農研センター）

安里先生オキカメリアシドの合成

ＪＳＴシーズ発掘試験に採択

・沖縄産ツバキ茶・沖縄産ツバキ茶
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ノニジュースの吸着カラム
による脱臭に成功

ＧＡＢＡの大量含有
を確認（エキス）

H.17.10 安仁屋先生と共同研究

H.18.4 松崎先生と共同研究

H.18.6 ㈱仲善と共同研究開始

H.19.10 仲善へ技術移転

各種安全性テスト
生理機能テスト

平成１９年９月
ヤエヤマアオキエキス

およびその利用
特願２００７－２３００５２
（仲善、琉大、ＴＴＣ）

Ａ－２ｃ ヤエヤマアオキ果実発酵飲料の調製Ａ－２ｃ ヤエヤマアオキ果実発酵飲料の調製

抗関節炎作用を
確認（エキス）

・現行商品の高付加価値化・現行商品の高付加価値化

H.19H.18H.17H.16 H.19.12

新商品発売

抗炎症作用を
確認（イリドイド）

プレス発表
H.19.11
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H.15 H.19H.18H.17H.16 H.19.12

渦鞭毛藻より新規
活性物質の単離に成功
医薬品リード化合物の

可能性

多段式循環培養
装置の開発に成功
生理活性物質の
大量生産が可能に

H.15.4~H.18.3 沖縄県研究開発費補助事業

H.18.4 地域結集型共同研究事業に編入

基本的藻類培養技術
及びオカダ酸生成に成功

試薬提供要求
（国内外）

コペンハーゲンに於ける
国際有毒藻類学会で

オカダ酸関連標準品試薬の
試作品の展示（9/4~8）

フェーズⅢへの取り組み

Ｂ－１ 底生渦鞭毛藻の培養による生理活性物質生産
及び医薬品開発のリード化合物、生化学試薬の開発

Ｂ－１ 底生渦鞭毛藻の培養による生理活性物質生産
及び医薬品開発のリード化合物、生化学試薬の開発

オカダ酸関連試薬の
調製に成功

平成１９年１１月
底生性微細藻類の
培養方法、装置

特願2007-296756 
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ＰＰ２Ａ製造法
PCT特許出願

H.16.6

H.19H.18H.17H.16 H.19.12

H.18.6 沖縄産学官共同推進事業（ＴＴＣ）

H.19.8 地域コンソーシアム採択（1年）

H.19.6 オカダ酸毒検出キット販売開始

ＰＰ２Ａ大量
精製成功

ＰＰ２Ａ製造法
PCT特許出願

H.17.11
ＴＴＣへ技術移転
ＰＰ２Ａ製造法

および研究員４名
H.18.6

Ｂ－２ タンパク質脱リン酸化酵素（ＰＰ２Ａ）の大量生産と利用開発Ｂ－２ タンパク質脱リン酸化酵素（ＰＰ２Ａ）の大量生産と利用開発

毒検出キット
試作

特許権
譲渡交渉

（日本食品分析センター）

プレス発表
8/22

国際学会でキット
の展示説明

9/4~8

毒検出キットの販売開始
H.19.4

毒検出キットの試験配布
（沖衛環研、ＥＵ） H.18.12

ミクロシスチン検出キットの開発

公定法への採択に向けた取り組み

 




